
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和元年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営措等置

小学校校舎等改修事業
（名田庄小学校）

おおい町 52,380,000 47,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額

2

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営措等置

浄化センター機器等更新事
業

おおい町 23,430,000 21,500,000

3 9,000,00010,272,900おおい町
あっとほ～むいきいき館改修
事業

公共施設に係
る整備、維持
補修又は維持
運営等措置

4 73,000,00083,916,000おおい町
学校給食センター施設改修
事業

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

5

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

林道維持補修事業
（妻谷尾線）

おおい町 18,700,000 15,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措等置

小学校校舎等改修事業（名田庄小学校）

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次おおい町総合計画（H29～R8）
基本目標１　ふるさとへの愛と誇りを育み、豊かな交流で向上する町
（５）学校教育の充実
　学齢期における基礎的な知識・技能の習得はもとより、思考力・表現力を育成し「確かな学力」
や「生きる力」を育みます。

目標：学校に行くことが楽しいと思う児童生徒の割合　90％（R8年度）【計画上の中間目標：80％
（R3年度）】
　　　　＊名田庄小学校児童の割合を算出し成果目標とします。

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町
交付金事業実施場所 おおい町 名田庄小倉

交付金事業の概要

　名田庄小学校のバリアフリー化、洋式トイレへの改修等、児童が学校生活において安全・安心
に活動するために必要な改修工事等に交付金を活用しました。

■工事概要
建築改修工事（屋上フェンス改修、防水、手摺塗装等）
電気設備改修工事（受変電設備改修、照明設備のＬＥＤ化　一式、ネットワークカメラ更新）
機械設備改修工事
消火設備改修工事
児童トイレ改修工事
エレベーター設備新設工事

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

学校に行くこと
が楽しいと思う
児童生徒の割
合（中間目標）
80％

「楽しい」と回
答した児童・生
徒数／アン
ケート対象児
童・生徒数×１
００

成果実績 ％ 62.50

目標値 ％ 80.00

達成度 78.1%

評価年度の設定理由
アンケート調査に基づく指標であることから、毎年度アンケート実施後、速やかに評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　４０年以上経過した名田庄小学校を改修することにより、児童の学習意欲を向上させるととも
に、エレベーターを設置することにより、バリアフリー化を行い、児童の学校生活における安全・
安心に寄与しました。
　今後は、平成30～31年度の2か年をかけて策定した「おおい町学校施設等長寿命化計画」に
基づき、計画的に町内各小中学校の改修を進めてまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

6
達成度 0.0% 0.0% 16.7%

元年度

対象学校施設の改修進捗
状況

活動実績 校 0 0 1
活動見込 校 6

交付金事業の総事業費等 29年度 30年度 元年度 備　考

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 29年度 30年度

6

総事業費 52,380,000

うち経済産業省分 47,000,000

交付金充当額 47,000,000
うち文部科学省分



契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

名田庄小学校施設改修工事 指名競争入札
富士良建設株式会社

（おおい町）
52,380,000

交付金事業の担当課室 学校教育課
交付金事業の評価課室 学校教育課

交付金事業の契約の概要



交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町
交付金事業実施場所 おおい町　本郷

交付金事業の概要

　廃棄物の堆肥化を適切に行い農地に還元することで、環境の保全を図るとともに、廃棄物の
減量化を行うことで環境にやさしい町づくりを推進しています。廃棄物処理施設の施設能力を維
持するために実施する、汚泥濃縮設備の更新に交付金を活用しました。
　
　汚泥濃縮機更新工事 一式

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次おおい町総合計画（H29～R8）
基本目標4　-豊かな自然を大切に、暮らしやすさと安全・安心を進める町-　　-環境と調和した
暮らしの推進-
廃棄物処理施設の適切な管理・運転を行い、廃棄物の資源化を図ります。

目標：廃棄物（浄化槽汚泥）の資源化率100％を維持します。

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

事業期間の設定理由

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

浄化センター機器等更新事業



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

浄化槽汚泥の
資源化率

処理した汚泥
量／処理区域
内で発生した
汚泥量＊100

成果実績 % 100

目標値 % 100

達成度 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　老朽化が進んでいた汚泥濃縮設備の更新工事を行うことにより、施設の健全化が保たれ、適
切な管理・運転による廃棄物の資源化が図れました。今後も廃棄物の堆肥化を適切に行い農地
に還元することで、環境の保全を図るとともに、廃棄物の減量化を行うことで環境にやさしい町
づくりを推進してまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 元年度

汚泥濃縮施設の更新数
活動実績 施設 1
活動見込 施設 1
達成度 100.0%

交付金事業の総事業費等 29年度 30年度 元年度 備　考

総事業費 23,430,000

契約金額

交付金充当額 21,500,000
うち文部科学省分

大飯浄化センター機器更新工事 指名競争入札
株式会社クリタス　東海支店

（名古屋市）
23,430,000

交付金事業の担当課室 くらし環境課
交付金事業の評価課室 くらし環境課

うち経済産業省分 21,500,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方



番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

あっとほ～むいきいき館改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町
交付金事業実施場所 おおい町 名田庄下

交付金事業の概要

　当該福祉施設の老朽化した外壁、屋根の改修工事に交付金を活用し、利用者の安全性及び
利便性を確保し、更なる福祉の向上を図りました。

施設改修工事
　外壁等補修工事　一式
　屋根等改修工事　一式
　入浴施設屋根等改修工事　一式

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次おおい町総合計画（H29～R8）
重点プロジェクトテーマ　第３のテーマ　－定住の促進－
“住み続けたい”“住んでみたい”町を創造
・子育て環境や教育環境を充実し、安心して子どもを産み、育てることができる施策と、その質の
向上を図ります。

目標：子育て家庭の転入世帯数の増　（R3年度　20世帯　　R8年度　30世帯）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

子育て家庭
の転入世帯
数30世帯

子育て家庭
の転入世帯
数

成果実績 世帯 23
目標値 世帯 30
達成度 76.7%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

当該施設が整備されてから20年近く年数が経過し、老朽化が進んでいた外壁及び屋根の改修
工事を行うことにより、施設の健全性が確保され、利用者の安全性及び利便性が向上しました。
　また、保健・福祉・医療の総合施設は、産まれる前から介護を必要とする年齢まで住民生活と
密接に関係しており、施設の利便性を向上させることにより、子育て家庭の転入世帯の増加に
寄与しました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 元年度

改修工事の進捗状況
活動実績 ％ 100
活動見込 ％ 100
達成度 100.0%

交付金事業の総事業費等 29年度 30年度 元年度 備　考
総事業費 10,272,900

契約金額

交付金充当額 9,000,000
うち文部科学省分

あっとほ～むいきいき館等外
壁・屋根等改修工事

指名競争入札
株式会社　高匠

（おおい町）
10,272,900

交付金事業の担当課室 すこやか健康課
交付金事業の評価課室 すこやか健康課

うち経済産業省分 9,000,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方



番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

学校給食センター施設改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町
交付金事業実施場所 おおい町　本郷

交付金事業の概要

給食センターの屋根改修、調理場排水改修等、安全な給食の提供に必要な衛生的な調理環境
の向上を図るために実施する改修工事に交付金を活用しました。

施設改修工事
・屋根等改修　　屋根カバー586㎡、　屋上防水811㎡、煙突1箇所改修
・調理場排水改修　　排水溝115m改修、排水枡6箇所改修、塗り床450㎡改修

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次おおい町総合計画（H29～R8）
基本目標1　.ふるさとへの愛と誇りを育み、豊かな交流で向上する町
（５）学校教育の充実
衛生的な調理環境をもって安全な給食を提供し、児童生徒の心と体の健全な育成を図ります。
：目標
学校に行くことが楽しいと思う児童生徒の割合　90％（R8年度）【計画上の中間目標　80％（R3
年度）】

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

学校に行くこと
が楽しいと思う
児童生徒の割
合80%(中間目
標)

「楽しい」と回
答した児童・生
徒数/アンケー
ト対象児童・生
徒数×100

成果実績 ％ 62.50

目標値 ％ 80.00

達成度 78.1%

評価年度の設定理由
アンケート調査に基づく指標であることから、毎年度アンケート実施後、速やかに評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　当該施設が整備されてから30年近く年数が経過し、老朽化が進んでいた屋根及び調理場排水
等の改修工事を行うことにより施設の健全性が確保され、安全安心な学校給食の提供により児
童生徒の心と体の健全な育成に寄与しました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 元年度

対象学校施設の改修進捗
状況

活動実績 ％ 100
活動見込 ％ 100
達成度 100.0%

交付金事業の総事業費等 29年度 30年度 元年度 備　考

総事業費 83,916,000

契約金額

交付金充当額 73,000,000
うち文部科学省分

学校給食センター改修工事 指名競争入札
株式会社　こんどう

（おおい町）
83,916,000

交付金事業の担当課室 学校教育課
交付金事業の評価課室 学校教育課

うち経済産業省分 73,000,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方



番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

林道維持補修事業（妻谷尾線）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 おおい町
交付金事業実施場所 おおい町　川上

交付金事業の概要

平成29年10月22日から23日の台風21号の豪雨により、被災した林道施設を復旧し、林業者の
安全を確保するための林道災害復旧工事に交付金を活用しました。

林道施設災害復旧工事
1号個所：土工　1.0式、法面保護工368.0㎡、擁壁工15.0ｍ
2号個所：土工　1.0式、法面保護工1483.8㎡

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

　第2次おおい町総合計画（H29～R8）
基本目標２　地域の宝を磨き上げ、産業の活力創出に取り組む町
　・木材の生産環境の整備を行うことにより、計画的で効率的な森林施業を推進し、搬出材の販
路開拓への支援等を行い、森林経営における収入の安定・増加を図ります。

　：目標
地元産材の搬出量　3,800m3（R8年度）【計画上の中間目標 3,600m3（R3年度）】

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和元年度

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

地元産材の
搬出量
3,800m3

地元産材の
搬出量

成果実績 m3
目標値 m3
達成度

評価年度の設定理由
事業計画改善を図るため、計画上の中間目標を定めた年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 29年度 30年度 元年度

事業進捗率
活動実績 ％ 100
活動見込 ％ 100
達成度 100.0%

交付金事業の総事業費等 29年度 30年度 元年度 備　考

総事業費 18,700,000
交付金充当額 15,000,000

うち文部科学省分

林道維持補修工事 指名競争入札
有限会社田渕組

（おおい町）
18,700,000

交付金事業の担当課室 建設課
交付金事業の評価課室 建設課

うち経済産業省分 15,000,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額


